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   2024年３月15日 

各 位    

  会 社 名 株 式 会 社 Ｐ Ｏ Ｐ Ｅ Ｒ 

  代 表 者 名 代 表 取 締 役  栗 原  慎 吾 

   （コード：5134 東証グロース） 

  問 合 せ 先 取 締 役 C F O  姚  志 鵬 

   （TEL．03-6265-0951） 

 

 

2024年10月期 第１四半期決算説明会 スクリプト 

 

当社は、2024年３月14日、オンラインツールを用いたライブ配信にて、投資家・アナリスト向けに

2024年10月期 第１四半期決算説明会を開催いたしました。投資家の皆様にタイムリーに情報を開示

するべく、スクリプトを公開いたします。なお、本資料の記載内容は、第１四半期決算説明会での発

言内容をそのまま書き起こしたものではなく、ご理解いただきやすいように一部加筆修正を行ってお

ります。あらかじめご了承ください。 

また、本決算説明会の質疑応答については、ご質問がありませんでしたので、質疑応答の書き起こ

しはございません。 

 

 

【2024年10月期 第１四半期決算 ご参考資料】 

 

▼▼第１四半期決算短信はこちらからご確認いただけます▼▼ 

https://ssl4.eir-parts.net/doc/5134/tdnet/2409903/00.pdf 

 

▼▼第１四半期決算説明資料はこちらからご確認いただけます▼▼ 

https://ssl4.eir-parts.net/doc/5134/tdnet/2409905/00.pdf 

 

 

 

 

 

 

概要  

【企業名】 株式会社ＰＯＰＥＲ 

【証券コード】 5134（東京証券取引所グロース市場） 

【イベント名】 2024年10月期 第１四半期決算説明会＜機関投資家及びアナリスト向け＞ 

【決算期】 2024年10月期（第10期） 

【開催日時】 2024年３月14日（木）16:00～16:30 

【登壇者】 ２名 

 代表取締役 栗原 慎吾 

 取締役CFO 姚  志鵬 

  

https://ssl4.eir-parts.net/doc/5134/tdnet/2409903/00.pdf
https://ssl4.eir-parts.net/doc/5134/tdnet/2409905/00.pdf
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ご紹介にあずかりました、株式会社POPER 代表取締役 栗原慎吾と申します。本日はお忙しい中ご視

聴賜り、誠にありがとうございます。 

 

それでは、2024年10月期 第１四半期決算の業績について、ご説明させていただきます。 
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2024年10月期 第１四半期は、例年どおりの傾向で、順調に伸びており、前年同期比で売上高

17.1％、営業利益42.8％の成長となりました。 
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続いて、2024年10月期第１四半期のKPIサマリーです。 

 

「有料契約企業数」は1349社、「ARPU」は51,516円、「ARR」は8.34億円、「顧客の解約率」は

0.4％、「課金生徒ID数」は354,000ID超、「課金生徒ID単価」は196円となりました。 
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続いて、第１四半期の事業戦略の進捗についてです。 

 

これまでのご説明と異なる点は、大手学習塾の戦略・進捗の評価です。 

 

前期に大手学習塾２社の解約に伴い「△」としておりましたが、第１四半期においては、前期からの

継続案件を含む12社と商談し、２社から受注をできたこと、また、その他の案件においても、商談の

ステータスが順調に進んでおりますので、「〇」とさせていただきました。 

 

その他のトピックといたしましては、中小塾向けの施策として、CyberOwl社とのシステム連携開発が

完了し、集客業務のDX化をフックに、新たなリード創出に向けて動き始めております。 
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それでは、各種KPIの推移についてです。 

 

「有料契約企業数」は、前年同四半期比で約20.4％の増加しており、1,349社となりました。 

 

「顧客の解約率」についても、引き続き低水準を維持しております。 
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「課金生徒ID数」については、前期の大手学習塾２社の解約による影響をリカバーし、増加に転じま

した。 

 

「課金生徒ID単価」は、値引き等の減少により前年同四半期で9.5％増加いたしました。なお、「課

金生徒ID単価」については、競合他社からの値引き交渉にも使われるため、営業戦略上の理由から第

２四半期以降は非公開とさせていただきます。 
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「ARPU」については、１社あたりの売上高が大きい大手学習塾の解約による影響で前年同四半期に低

下しましたが、その後、徐々に回復してきております。 

 

第２四半期から新規大手学習塾の課金が開始される予定ですので、ここでリカバーする予定です。 

 

「ARR」ついては、有料契約企業数の増加及び課金生徒ID数の増加により、前年同四半期比12.4％増

加いたしました。 
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続いて、「売上総利益率」についても、開発効率の向上等により継続的に改善しております。 
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販管費率においても、売上高増加に伴い、僅かに改善しております。 
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販管費の内訳については、事業拡大に伴い、人件費を中心に販管費は増加しているものの、各費用の

割合は前年同四半期と同様に推移しております。 
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去る３月７日に公表した株式会社ティエラコムとの業務提携及び、同社の「Bit Campus」事業の吸収

分割による事業承継について、ご説明いたします。 

 

同社の「Bit Campus」事業は、学習塾業界特化型のバックオフィス効率化のシステムとして老舗企業

であり、早くからシステムの力で業界に貢献していこう、と考えていらっしゃいました。 

 

この度、両社のミッションに共感できる部分があり、同社の「Bit campus」事業を弊社が承継するこ

とで、双方が兼ねてから描いてきた学習塾業界や教育業界にシステムを通じて貢献することができ、

よりスピーディに、かつ確度を高くもって、実現していけると判断しました。 

 

同社は、母体が大手学習塾ということもあり、自社で保有されている経営手法と併せてコンサルティ

ング営業を行い、「Bit Campus」事業のシェアを高めてまいりました。 

 

このような同社の経営ノウハウを学ばせていただき、弊社「Comiru」の顧客基盤をより強固にしてい

きたいと考えております。 
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この度の「Bit Campus」事業の承継による想定主要KPIについて、ご説明いたします。 

 

まず、吸収分割による当社業績への影響は精査中であり、効力発生日である５月１日、当社の第３四

半期以降の想定主要KPIは、「有料契約企業数」は200社超、「課金生徒ID数」は70,000ID超、

「ARR」は1.5億円程度になるものと考えております。 

 

また、想定主要KPI以外においても、「Bit Campus」事業においては、当社と同じ市場となりますの

で、マーケティング活動の効率化を図ることも可能となりますし、システム統合によるシナジー効果

等も見込まれるものと考えております。 
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続いて、今後のＭ＆Ａ方針について、ご説明いたします。 

 

当社がミッションとして掲げる「『教える』をなめらかに」を実現するためには、Ｍ＆Ａが重要な施

策であると認識しております。 

 

この度の株式会社ティエラコムとの業務提携及び、同社の「Bit Campus」事業の吸収分割による事業

承継に留まらず、今後もＭ＆Ａを成長戦略の主軸として捉え、事業活動に取り組んでまいります。 

 

短期的として、この度の吸収分割のように、学習塾に対してシステムを提供しているような企業、ま

たは、学習塾以外の習い事領域や学校領域に対してシステムを提供しているような企業をＭ＆Ａのタ

ーゲットとして狙ってまいります。 

 

中長期的には、当社のようなバックオフィス業務の効率化支援システムとして抑えていきますと、プ

ラットフォーム提供者として、集客領域や人材領域、コンテンツ領域などの様々なメリットが生じま

す。このようなシステム以外の周辺領域についても拡大すべく検討を進めてまいります。 
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最後に、通期の業績予想と進捗率について、ご説明いたします。 

 

第１四半期までの進捗は約24％と計画どおり進捗しており、先般よりご説明のとおり、第２四半期以

降の新規大手学習塾の課金開始や基幹システムのカスタマイズ開発等が積み上がってまいりますの

で、期末に向けてさらに成長を加速させていけるものと考えております。 

 

なお、この度の吸収分割に伴う損益については、業績予想には含まれておりません。そのため、今

後、開示すべき事項が発生又は決定した場合には、速やかに開示してまいります。 

 

以 上 
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【スクリプトに関する注意事項】 

本スクリプトにおける将来の見通しに関する記述は、将来の結果や業績を保証するものではあり

ません。このような将来予想に関する記述には、既知および未知のリスクや不確実性が含まれて

おり、その結果、将来の実際の業績や財務状況は、将来予想に関する記述によって明示的または

黙示的に示された将来の業績や結果の予測とは大きく異なる可能性があります。これらの記述に

記載された結果と大きく異なる可能性のある要因には、国内および国際的な経済状況の変化や、

当社が事業を展開する業界の動向などが含まれますが、これらに限定されるものではありませ

ん。本スクリプトは、情報提供のみを目的として作成しております。また、日本、米国、その他

の地域における有価証券の販売の勧誘や購入の勧誘を目的としたものではありません。 

 

▼▼お問い合わせ先▼▼ 

会社名        ： 株式会社ＰＯＰＥＲ 

部署名        ： 経営管理グループ ＩＲ担当 

お問い合わせフォーム ： https://poper.co/contact 

https://poper.co/contact

